エコロジカル・アカウンティングとパブリック・アカウンタビリテイ by 富増 和彦























































(1) 鈴木紀雄稿(1993年 6 月 30日，朝日新聞・広告のページ「琵琶湖の自然を守るには一一ラムサール
条約登録にあたって一一J)
(2) パプリ y ク・アカウンタピリティ，社会的アカウンタピリティについては Rob Gray, Dave Owen, 
Keith Maunders, Cor?rate Social Re?rting-Accounting and accountability一， Prenticej 
Hall, UK, 1987 (水野一郎，向山敦夫，園部克彦，冨増和彦共訳，山上達人監訳『企業の社会報告一
会計とアカウンタピ P ティ』白桃書房， 1992年)，飯田修三「現代企業の企業会計と社会関連思考」
(If追手門経済論集』第28巻第 1 号， 1993年 4 月)，山上達人「アカウンタピリティ概念の拡充とグ P
ーン・アカウンティング一一社会関連会計の新しい展開一一J (If産業と経済(奈良産業大学)~第 7
巻第 3 号， 1992年12月)，向山敦夫「社会関連報告とアカウンタピリティー一社会的アカウンタピリ
ティの検討一一J (If岡山大学経済学雑誌』第22巻第 3 ・ 4 号， 1991年 2 月)，園部克彦「社会的アカ
ウンタピリティの論点J (If経営研究』第44巻第 1 号， 1993年 5 月〉等を参照のこと。



























[システム論的見方 (system theory) ・包括的世界観 (the holistic view)J システム論
的見方とは「まず第一義的には，世界，諸問題，諸活動，諸事象について考える方法をさす




( 4) Cf. R. Gray, D. Owen, K. Maunders, Ibid. , pp. 2-4，山上達人監訳『前掲邦訳書~ 3"-'5 ベー
ジ，参照。
( 5) Frances Cairncross, Costing the Earth , The Economist Books Ltd. , London , 1991 , p. 16 
(フランシス・ケアンクロス著，東京海上火災保険グリーンコミッティ訳『地球環境と成長一一環境



























(6) Rob Gray, The Greening of Accountancy: The Profession after Pearce (The Chartered 
Association of Certified Accountants; Certified Research Report 17), Certified Accountants 
Publications Ltd. , London, 1990, p. 26. なお本書は近日翻訳書が菊谷正人編訳，神谷健司，松井
泰則，向山敦夫，冨増和彦，水口岡ij，佐藤信彦，近田典行共訳『環境保護と企業経営(仮称)jJ白桃書
房，として出版される予定である。また本書の紹介として，冨増和彦氏原著紹介〉グリーン・アカウ
ンティングJ (W社会関連会計研究』第 4 号， 1992年11月〉ほか，環境保護研究会「文献紹介J (日本大
学経済学部産業経営研究所刊『産業経営研究』第14号， 1993年)がある。
(7) Richard Spurgeon, Ecology , Usborne Publishing Ltd. , London, 1988, p. 35. 




































(11) 筆者も幼少の頃，祖母から「土の神さんJ [""溝の神さんJ [""石の神さん」などに畏敬の念を払うよう
に言われたものである。現在でも仏壇，神棚の他，お稲荷さん，荒神さん，竃の神さんが紀つであり，
多神教の伝統は〈地方では?)決して廃れていない。




































environmentalism または light green) については， E ・カレンバ γ ク， F ・カプラ， s ・マーパ
















































































































































(23) 室田武『エネルギーとエントロピーの経済学』東洋経済新報社， 1979年， 196""'197ページ。
(24) Ií前掲書.n 198""'199ページ，参照。
(25) Cf. R. H. Gray, The Greening 01 Accountancy, pp. 141-147. 




































































































(33) 国際商業会議所日本圏内委員会 ncc リポート~ 329号(1991/8'"'-'1991/12, 2 期合併号)，参照。











(35) Cf. Commission of the European Communities, Amended proposal for a Council Regulation 
(EEC) : Allowing voluntary ρarticiρation by comρanies in the industrial sector in a Community 
Eco・Management and Audit Scheme (COM (93) final , Brussels, 16 March 1993)，後藤敏彦













































































































(38) í会計」という言葉をこのように広義に解釈する主張としては，大蟻幸雄「アメ P カおよびカナダ
の環境監査J (11企業会計』第45巻第 2 号， 1993年 2 月〉がある。
-52-
エコロジカル・アカウンティングとパブリック・アカウンタピリティ
のグリーン・アカウンティングとなり，その釈明がエコロジカルな基準で、なされていればエコ
ロジカル・アカウンティングとなる。複式簿記を通過した環境情報も，そうでない情報も，
「環境」という次元では共通している。そのそれぞれについて，認識・測定，監査，ディスク
ロージャーが考えられるが，これについては複式簿記システムに乗った情報か否かにかかわら
ず論ずることができるはずである。アカウンティングが言葉と数字による一種の言語システム
であることは，グリーン・アカウンティングの領域にあっても変わるところがなし、。本稿はま
ず，言葉と数字によってどのようなリアリティーを築像し，認識し，意志決定するか，という
側面から会計を照射した。しかし事態はそれだけに止まらない。冒頭に述べたように，さらに
そうした「科学的言明」を越えた「感性」というファジー領域をどのように社会経済体制の中
に取り込むかが，人間の経済的・社会的認識の最前線かっ界面(インターフェイス〉にあるア
カウンティング研究者に課されているのである。と同時に，パブリック・アカウンタピリティ
の履行を個別企業のみで推進するには限界がある。ミクロの総和がマクロレベルで、最も効果的
となるように「交通整理」するのは政府の役割である。国内・国際的枠組みの設定，優先順位
の決定は政府の住事であり，その政府を選定する有権者の能力に我々の未来はかかっている。
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